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機密性2

【議題１】
データヘルス計画にかかる令和２年度
事業実施状況および令和３年度実施事
業について
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機密性2

第2期データヘルス計画の概要

 男女とも脳血管疾患による死亡率が高い

 幼少期からの肥満傾向が高い県民性がある

 運動不足（自動車通勤率 全国第3位）、塩分摂取過多（調理弁当購入率 全国1位）、喫煙（習慣的喫煙男性 全国1位）

などの生活習慣が重なり、高血圧症になるリスクが高い

 健診を受けても受診行動につながらず（未治療者4.8％）重症化しやすい

背 景

課 題

☛ 血圧リスク保有率が年々増加しており、健診受診者の約半数がリスク保有者
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重症高血圧の割合（男性1.9％、女性0.7％）を１０％低下させ、
男性1.71％、女性0.63％にする上位目標

● H27年度とR7年度の該当者割合を比較し上位目標のとおりとする。なお、参考としてH27年度ベースでは、
男性126人、女性23人が削減対象人数となる。また、H27～28年度データは事業者健診データを含まないが、
本部の指示により、H29年度以降は事業者健診データも含むものをもとに評価することとする。

● なお、参考としてH27年度ベースでは、2,445人が削減対象人数となる。また、H27～28年度データは事業者
健診データを含まないが、本部の指示により、H29年度以降は事業者健診データを含むものをもとに評価する
こととする。

H27年度とR3年度の血圧リスク保有者の割合を比較し43.7％→41.5％にする
中位目標

下位目標
受診勧奨、特定保健指導、重症化予防事業、健康経営（コラボヘルス）の推進

● 中位目標・上位目標との繋がりと評価対象を明確にする。

血圧リスク保有率

35歳以上　43.7% 40歳以上　47.1%

（参）全国平均 35歳以上　40.2% 40歳以上　43.9%

35歳以上　44.5% 40歳以上　47.7%

（参）全国平均 35歳以上　40.8% 40歳以上　44.4%

平成28年度

平成27年度
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受診勧奨

R2年度の計画 主な取り組み内容 取り組み状況
実績

（R2.9月末現在）

 生活習慣病予防健診実施率

を58.9％以上とする

（147,940人 / 251,173人）

 生活習慣病予防健診の実施機

関増のための取組の強化

 健診推進経費を活用した取組

 民間事業者を活用した受診勧

奨

 11機関と新規契約に向けて調整中

 10機関で健診推進経費を活用した事業実施中

 2,000社に対し受診勧奨を実施（9月）

 新規加入事業所への健診案内送付（毎月）

 69,468件

前年同期：87,506件

対前年同期比：△18,038件

※コロナ感染拡大による、健診の延
期・中止や受診控えが、実績に大き
な影響を与えた。

 事業者健診データ取得率

を8.7％以上とする

（21,852人 / 251,173人）

 民間事業者を活用した事業者健

診データの提供勧奨の実施

 データ作成等契約機関増の取組

の強化

 健診推進経費を活用した取組

 1,500社に対し事業者健診データの提供勧奨実

施中（10月～）

 契約機関…66機関

 6機関で健診推進経費を活用した事業実施中

 4,730件

前年同期：4,312件

対前年同期比：+418件

 被扶養者の特定健診受診率

を28.6％以上とする

（20,269人 / 70,873人）

 協定６市等のがん検診との同時

実施

 協会主催の集団健診の実施

 経年や年齢区分による受診状況

およびＧＩＳを活用した被扶養

者に対する受診勧奨の実施

 健康宣言事業所の事業主と連携

した受診勧奨の実施

 7市31,400人に対しがん検診との同時受診に関す

る案内送付（9月）

 55,000人に対し集団健診申込書送付（12月）

（2・3月県内34会場にて4機関で実施予定）

 49,958人に勧奨案内送付（11月）

 67事業所・に対し送付（9月）

 4,584件

前年同期：8,295件

対前年同期比：△3,711件

※コロナ感染拡大による、健診の延
期・中止や受診控えが、実績に大き
な影響を与えた。
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下位目標①
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受診勧奨
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下位目標①

【生活習慣病受診勧奨案内】

【事業者健診データ提供勧奨案内】
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受診勧奨
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下位目標①

【がん検診との同時受診に関する受診勧奨案内】

リーフレットタイプ

はがきタイプ
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受診勧奨
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下位目標①

【GIS等を活用した受診勧奨案内】 【集団健診受診案内】
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受診勧奨

R3年度 主な取組（案） 事業概要

生
活
習
慣
病
予
防
健
診

 生活習慣病予防健診実施機関増のための取組

 健診推進経費を活用した取組

 民間事業者を活用した受診勧奨

 電車内中吊りポスターの掲示（広報）

 生活習慣病予防健診の実施機関増のための取組の強化

 健診機関ごとに目標を上回った件数に応じてインセンティ健診推進経費を

活用した取組を実施する

 民間事業者を活用し文書・電話勧奨による受診勧奨を行う

 制度の周知を目的とした広報を行う

事
業
者
健
診
デ
ー
タ
取
得

 民間事業者の活用や関係団体と連携した事業者健

診データの提供勧奨の実施

 データ作成契約機関増の取組の強化

 民間事業者を活用し文書・電話勧奨などにより事業者健診（定期健診）の

結果データの提供について勧奨を行う

 健診機関に対し、事業者（定期健診）結果データ作成及び契約締結の可否

について、契約締結を目的としたアンケートを実施する

被
扶
養
者
の
特
定
健
診

 がん検診との同時受診に関する受診勧奨の実施

 経年や年齢区分による受診状況およびＧＩＳを活用

した受診勧奨の実施

 協会主催の集団健診の実施

 健康宣言事業所の事業主と連携した受診勧奨の実施

 協定6市等で実施するがん検診と特定健診をセットで受診できることを記

載した受診勧奨案内の送付を行う

 年齢や経年受診状況を反映させつつ、ＧＩＳを活用し自宅近隣の健診機関

を複数掲載した受診勧奨案内の送付を行う

 年度後半に県内全域において集団健診を実施する

 事業主名を明記した勧奨文書を被保険者経由で被扶養者に届ける
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下位目標①



機密性2

特定保健指導
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下位目標②

R2年度の計画 主な取り組み内容 取り組み状況
実績

（R2.9月末現在）

 被保険者特定保健指導

（協会実施分）を8.8％と

する（ 3,255人 / 36,844人）

 協会・委託機関との合同スキルアップ研修や

実践者会議等による連携強化

 感染予防を踏まえた特定保健指導の実施

特定保健指導実施困難な事業所に対する

健康サポート（文書・電話支援）

 外部委託推進

ICT利用推奨

委託契約拡大

● 保健指導推進経費を活用した取組

● 協会によるICT面談開始

●支部内における事例検討等スキルアップ研修

（4-5月）

●対面面談6月再開、特保以外の健康サポー

ト（電話179件、文書1,783件）

●ICT面談利用推奨（202件）

●協会によるICT面談開始（11月）

 834件

前年同期：1,399件

対前年同期比：△565件

 被保険者特定保健指導

（委託分）を8.6％とする

（ 3,159人 / 36,844人 ）

 外部委託機関への委託

訪問型：2,582件

ICT型：202件

継続支援型：29件

●健診機関・事業所の実績管理とフィードバック

●健診機関との契約推進（1機関協議中）

 1,078件

前年同期：741件

対前年同期比：+337件

 被扶養者特定保健指導実

施率を6.0％ とする

（ 124人 / 2,067人 ）

※被保険者・被扶養者 特定
保健指導目標

16.8％（6,538件）以上

 利用券未利用者への案内送付

 来所案内 9月末 106件

 出張相談案内（東毛地区）

9月末 88件

● 集団健診会場での当日実施

（2-3月計画中）

 31件

前年同期：45件

対前年同期比：△14件



機密性2

特定保健指導（広報強化）
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下位目標②

【Ｒ２年度ＩＣＴ面談案内チラシ】
（表面） （裏面）
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特定保健指導

R3年度 主な取組（案） 事業概要

【
協
会
実
施
分
】

被
保
険
者

特
定
保
健
指
導

 協会・委託機関との合同スキルアップ研修や

実践者会議等による連携強化

 営業訪問等の実施

 保健指導推進経費を活用した取組

 専門機関への委託件数の増加

 ICT面談利用の更なる促進

 特定保健指導に係る映像広告等（広報）

 電車内中吊りポスターの掲示（広報）

 特定保健指導PRチラシ（漫画）、映像広告、ポスター掲示による広報強

化

 訪問実績リストを活用した保健指導案内及び宣言事業所への優先的な案内

 営業訪問（宣言事業所、健診機関への受入要請）の実施

 支部内ICT面談利用推奨と支部内実施体制の強化

【
外
部
委
託
分
】

被
保
険
者

特
定
保
健
指
導

 合同スキルアップ研修または実践者会議による連携強化

 保健指導推進経費を活用した営業訪問（実施機関への指導強化）

 専門機関（訪問型、ICT型、継続支援型）への委託件数の増加

被
扶
養
者

特
定
保
健
指
導

 利用券未利用者への案内送付

 集団健診実施時における同時実施

 特定保健指導に係る映像広告（広報）

 電車内中吊りポスターの掲示（広報）

 利用券未利用者への案内送付

 指導受入ない健診機関での対象者へのICT面談案内

 集団健診当日の保健指導実施

 被保険者と合わせて特定保健指導の広報強化
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下位目標②
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特定保健指導（広報強化）
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下位目標②

【Ｒ3年度特定保健指導案内用チラシ（案）】
（表面） （裏面）
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重症化予防事業
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下位目標③

R2年度の計画 主な取り組み内容 取り組み状況
実績

（R2.9月末現在）

 受診勧奨後3か月以内に医

療機関を受診した者の割合

を12.9％以上とする

 二次勧奨の徹底

 医療機関情報提供（専門医リスト）

 群馬県糖尿病性腎臓病重症化予防プロ

グラムに基づいた受診勧奨

 外部委託による受診勧奨

●受診勧奨４-５月中止、６月再開。通知内

容見直し。

●専門医リストを配布し受診しやすい環境づくり

●県プログラムに基づいた受診勧奨11月開始

●外部委託による受診勧奨予定

 3,621件

（一次勧奨対象者）

 954件

（二次勧奨対象者、再掲）

電話支援 28件

文書支援 66件

再勧奨 396件

 生活習慣病重症化予防策

を実施する

 重症化予防の保健指導の実施

 県医師会等との連携を軸に、重症化予防

継続支援対象者の主治医等との連携を

図る

 県プログラムに基づいた保健指導フロー活用

 主治医と連携した保健指導の実施

 事業所より訪問要請希望2社

（11月1社訪問、他1社調整中）

 継続支援１件
前橋市内1件支援終
了、主治医への報告済

 群馬県医師会との覚書締
結（７月13日）
県プログラムに基づいた
継続支援を行う際の主
治医からの情報提供に
関するもの
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重症化予防事業
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下位目標③

切り離して回答
（個人情報保護シールあり）

Ｒ1.10月～【圧着ハガキの採用】
～例：重症域の方向け～

Ｒ2.10月～コロナ対応で内容変更
「警告」より「お勧め」
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重症化予防事業

R3年度 主な取組（案） 事業概要

 未治療者受診勧奨

 外部委託による二次勧奨

 回答書提出者（近日中受診予定・受診予定なし）への支部内二次勧奨

 群馬県糖尿病性腎臓病重症化予防プログラムに則した受診勧奨の徹底

 医療機関情報提供（専門医リストの配付の徹底）

 一次勧奨対象者への再勧奨

 重症化予防対策

 群馬県糖尿病性腎臓病重症化予防プログラムの保健指導フローに則して、生活習慣病の重症化予防

のための保健指導を実施する

 県プログラムに則した受診勧奨で得られた連絡票を活用して主治医と連携する

 主治医との連携にあたっての情報提供に際しては、覚書に則した文書料を支払う
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下位目標③
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健康経営（コラボヘルスの推進）

R2年度の計画 主な取り組み内容 取り組み状況
実績

（R2.9月末現在）

 健康事業所宣言事業所を

1,000社以上とする

 関係団体と連携し、健康事業

所宣言事業所数の拡大を図る。

 外部委託業者を活用した勧奨

を実施する。

 前橋ウエルネス企業と生き活き健康事業

所宣言の相互認定を継続中。

 外部委託業者より、電話による宣言事業

所エントリー勧奨を実施。（9月～）

※健診受診率の高い、被保険者20名以上の事業所

上位1,000社に対して実施

 健康経営の推進の協力事業者を公募し、

協定締結のうえ連携した勧奨を実施予定。

（12月～）

 健康経営セミナーを開催予定（3月頃）

 640社

参考：令和2年3月末時点

601社（目標達成）

 健康事業所宣言事業所に対

するポピュレーションアプ

ローチを行う

 アンケートを送付し、その結

果からフォローアップを図る。

 取り組み事例集を作成する。

 取り組み状況から、優秀な3社を表彰した。

（9月）

 事業所の規模、健診受診、保健指導実施

状況等を踏まえ、文書または訪問による

フォローを実施。（11月～）

 宣言事業所から優良な取組をしている22

社をピックアップし、取り組み事例を取

材のうえ、事例集を作成。（11月）

 アンケート送付 6/30発送
329事業所送付
⇒211事業所回答(64.1％)

 健康セミナー
3-5月中止
2社実施、3社調整中

 活動量計貸出
３社12名
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下位目標④
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健康経営（Ｒ２年度フォローアップ計画①）

16

下位目標④

宣言時期 新規宣言事業所数 フォローアップ内容

平成27年度 54
平成30年度アンケート実施
平成31年度表彰・訪問・電話等
令和2年度アンケート実施

平成28年度 62
平成30年度アンケート実施
平成31年度表彰・訪問・電話等
令和2年度アンケート実施

平成29年度 98
平成30年度アンケート実施
平成31年度表彰・訪問・電話等
令和2年度アンケート実施

平成30年度 115 令和2年度アンケート実施

平成31年度 272 令和3年度アンケート実施予定
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≪令和2年度の展開≫

年1回
取組アンケート

（6月）

アンケート集計
（7月）

優良表彰

（9月）

取組状況別
フォローアップ
（11月-１月）

取組情報収集等

表
彰
状

生の声を
次年度の

フォローアップ
に反映

下位目標④ 健康経営（Ｒ２年度フォローアップ計画②）
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下位目標④ 健康経営（Ｒ２年度フォローアップ計画③）

アンケート
提出状況

規模 取組状況 事業所数 フォローアップ内容

あり
216社

30人以上
118社

良好 22社 資料を郵送

改善の余地あり 96社 訪問支援（専門職）

30人未満
98社

良好 21社

資料を郵送

改善の余地あり 77社

なし
113社

30人以上
39社

良好 3社 資料を郵送

改善の余地あり 36社 訪問支援（専門職）

30人未満
74社

良好 8社

資料を郵送

改善の余地あり 66社

【取組状況別・規模別フォローアップ】
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健康経営（フォローアップ用ツール①）

19

下位目標④
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健康経営（フォローアップ用ツール①）

20

下位目標④
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【事業所カルテ】

・医療費の傾向
・生活習慣病のリスク
・生活習慣の傾向等

【インセンティブレポート】

【令和2年度アンケート結果】

※ 出典：協会けんぽ加入事業所データ
加入者の医療費データ
健診結果データ

※ 出典：システム抽出健診・指導実施率データ
2019年4月事業所別後発医薬品使用割合
未治療者受診勧奨対象者リスト（Ｈ30年度健診分）

下位目標④ 健康経営（フォローアップ用ツール②）
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健康経営（コラボヘルスの推進）

R3年度 主な取組（案） 事業概要

 健康事業所宣言事業所数を拡大する

 健康経営促進を目的とした関係団体との連携を強化・拡大する。

 外部委託業者を活用した勧奨を実施する。

 健康経営セミナー等を開催し、健康経営を普及促進する。

 健康事業所宣言事業所に対するポピュレーション

アプローチを行う

 アンケート及び事業所カルテを送付し、その結果に応じたフォローアップを行う。

 取り組み事例集を作成し、健康経営の取り組みを促進する。

 優秀な取り組みをしている事業所の表彰を行う。

22

下位目標④
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第２期データヘルス計画中間評価について中位目標
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中位目標
Ｈ27年度とＲ3年度の血圧リスク保有者の割合を比較し、43.7％から41.5％にする

※対象者：生活習慣病予防健診および事業者健診の受診者

中間評価 目標値
Ｈ27年度とＨ30年度の血圧リスク保有者の割合を比較し、43.7％→42.6％にする

※6年間で血圧リスク保有者の割合を-2.2％としているため、3年間では-1.1%とする

中間評価 実績 45.62％（参考：該当者75,520人）※図１参照

中位目標の達成見込み 目標を大きく下回る

中位目標の達成見込みに対する
要因検証とその考察

中間評価では、血圧リスク保有率を43.7％（H27年度）から42.6％（Ｈ30年度）にすべきところ、
実績としては45.62％となり、大幅に増加した。また、経年的な傾向を見ても毎年度リスク保有率は増
加しており、今後の見込みとして厳しい状況であると推察し、「目標を大きく下回る」と判断した。
リスク保有者が増加した要因としては、群馬支部（被保険者）の平均年齢が上昇したことが大きいと

考える（図２参照）。この傾向は、全国（被保険者）の平均年齢の上昇と、血圧、血糖、脂質リスク等
メタボ関連リスク全般の上昇と同じ傾向であることからも裏付けられる。
一方で、群馬支部における血圧対策は第1期計画（H27年度）から引き継がれており、取組前年度

（H26年度）から取組5年間（R1)の変化を追うと、血圧リスク保有率の伸びは、全国よりやや抑えら
れている傾向がある。
更に、健康宣言事業所の加入者においては、Ｒ1年度（速報値）によると、血圧を始め、腹囲、脂質、

メタボといった多くのリスク保有率が支部平均を下回っている（参考資料１参照）。
この要因は、生活習慣の改善（日常生活活動の増加、早食い傾向の改善、飲酒量の減少）にあると考

える（参考資料1「質問項目の推移」参照）。これらは、高血圧治療のガイドライン2014で推奨される
生活習慣の改善「減量・運動・節酒」につながる変化と分析する。
よって、今後も引き続き、コラボヘルス事業をより一層強化していくとともに、健康経営の好事例の

周知広報する等により、支部全体のリスク保有率を低下させていきたい。

中間評価 第２期データヘルス期間（6年）のうち、3年経過した中間時点で中位目標の評価をするもの
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血圧リスク保有率の推移

血圧リスク

（宣言事業所）

血圧リスク

（群馬支部）

血圧リスク

（全国）

（％）

第２期データヘルス計画中間評価について中位目標
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図１

血圧リスクは
全国と同様に
上昇傾向

宣言事業所は改善
（Ｈ27年度までの
宣言事業所54社）

・宣言事業所では、血圧・代謝・脂質・メタボリスクが改善！
・今後も宣言事業所を増やすとともに、宣言時の取組確認と定期的なフォローアップを充実させる！

健康経営（コラボヘルスの推進）が血圧リスクの割合を減らすカギ！
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第２期データヘルス計画中間評価について中位目標
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図２

（歳）

被保険者の平均年齢は上昇
宣言事業所においても上昇
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【議題2】
効果的な広報に関する意見交換
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効果的な広報に関する意見交換

（１）保健指導に係る映像広告の作成内容と周知方法

R3年度事業 保健指導への理解と興味を促すアニメーションによる動画配信を実施予定

（案）

（参考）R1年度 生活習慣病と医療費適正化の動画を作成

配信内容

配信媒体

配信方法

配信期間

視聴回数

医療費適正化

YouTube等（広告形式）・協会HP（ホーム掲載）

25万回 34万回

YouTube・YAHOO・グーグル・インスタグラム・BLADE・協会HP

令和1年11月29日～12月31日・令和2年8月21日～9月30日

生活習慣病予防健診

配信場所

配信方法

配信対象

配信期間

配信内容

健診機関 YouTube等

健診待合室などで放映 広告形式

健診受診者 35歳以上

通年 12月頃

アニメーションによる保健指導利用体験記
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効果的な広報に関する意見交換

（２）電車内中吊りポスターの内容と掲示方法

R3年度事業 健診や保健指導の周知を図るため、JR電車内に中吊りポスターを掲示予定

（案）

（参考）R2年度 作成チラシをバス車内広告として掲示

広告内容

広告媒体・方式

広告時期

特定健診 ジェネリック

バスの車内広告

春 1月頃

広告媒体・方式

広告時期

広告期間

広告内容

JR両毛線内の中吊り広告

1ヶ月

生活習慣病予防健診・保健指導

9月頃


